


新年の公益社団法人栃木法人会

会　長 金 子 康 法

　新年明けましておめでとうございます。
　会員の皆様には、輝かしい新春を健やかにお迎
えのこととお慶び申し上げます。
　昨年中は、栃木法人会の活動について皆さまか
らご支援ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　東京五輪の開催が期待された昨年でしたが、年
始めから世界的な広がりを見せた新型コロナウィ
ルス感染症の拡大に歯止めがかからず、五輪延期
はもとより国内外を問わず社会・経済に厳しい状
況が続きました。一方、「３密」が流行語大賞に
なる中、各企業で導入の進んだテレワークによる
在宅勤務は、関連する人々の価値観や働き方に大
きな影響を与えています。ある雑誌のステイホー
ムに関するアンケートでは、コロナ自粛で運動量
減等に伴う体重増が半数近く（平均２Kｇ増）と
のこと。私自身は逆に会合等が減ったことで毎夕
多少の運動を続けられ、年末の社内健診結果で
は、幸いにも精検案内の添付なし３Kｇ減の思い
がけぬ小さな成果を得ました。
　さて、栃木法人会は村上署長はじめ税務当局の
ご指導のもと、適正な申告納税を行なう税のオピ

ニオンリーダーとして、会員事業の発展と地域社
会への貢献を目指し活動する経営者の団体であ
り、会員への力となり納税意識の昂揚にも繋がる
事業を積極的に展開しています。昨年はコロナ禍
にあっても、税務研修会の開催はじめ税制改正提
言やインターネットを含む各種セミナー、女性部
･青年部による租税教育や、小冊子「コロナ禍関
連ガイド」の配布等を３密対策に配慮しつつ実施
して参りました。
　新年こそはコロナ禍から脱し、低迷しつつある
組織率も高め「税を味方に強い経営を！」共に目
指して、11地区会に広がる法人会のつながりを活
かした魅力溢れる事業活動を展開して参りたく、
皆様にはこれらの場を活かし、税務当局からご指
導を頂きつつ会員間の情報交流も深めて頂きたい
と存じます。
　結びに、皆様のご健勝と事業のご発展を心から
祈念申し上げると共に、本年もより一層のご支援
ご協力を賜りますようお願い申し上げ、新年のご
挨拶といたします。

栃木地区会長

藤岡地区会長 石橋地区会長

大平地区会長 下野地区会長

法人会の活動を通じて、
社会貢献活動の充実と会
員相互の連携を強めよう

今年こそ、地域を支える
組織としての役目を果す
法人会としたい

新年あけまして
おめでとうございます

これまでの事例常識に拘
らづ、新感覚で対応

会員企業が、税知識の向
上を目指す、法人会活動
の強化に挑戦

ワクチン完成復興令和３
年谷深い程山高し、好景
気実現

小
田
垣
副
会
長

小
林
副
会
長

髙
山
副
会
長

植
原
副
会
長

江
田
副
会
長

2



栃木税務署長

村 上 明 彦ご挨拶

　年頭に当たり、謹んで新年のご挨拶を申し上げ
ます。
　公益社団法人栃木法人会の皆様方におかれまし
ては、健やかに新年をお迎えのことと、心よりお
慶び申し上げます。
　旧年中は、金子会長様をはじめ、役員及び会員
並びに事務局の皆様方には、法人会の活動を通
じ、税務行政全般にわたり格別のご理解とご協力
を賜り、厚くお礼申し上げます。
　貴会におかれましては、税知識の普及や会員企
業と地域社会の健全な発展のため、税務研修会を
はじめ各種講演会の開催、租税教室の講師派遣、
税に関する絵はがきコンクールの開催等、活発な
事業活動を展開されておられます。このような貴
会の活動は、税務行政に携わる私どもといたしま
しても誠に心強い限りであり、皆様方のご尽力に
心から敬意を表するとともに、深く感謝申し上げ
ます。
　さて、間もなく令和二年分の所得税・消費税等

の確定申告の時期を迎えます。本年は、新型コロ
ナウイルス感染症の感染防止策を講じた上で、申
告相談会場を開設いたしますが、混雑緩和と感染
拡大防止の観点から、入場整理券を配布するとと
もに、昨年以上にご自宅からのe-Taxやスマホ申
告のご利用をお願いすることとしております。従
業員の方などへ自宅からのe-Tax等をお勧めいた
だければ幸いです。
　ところで、新型コロナウイルス感染症の影響を
受けられている皆様に心からお見舞い申し上げま
す。署としては、感染症の影響により、納税が困
難な方には、納税の猶予制度をご案内するなど、
納税者の皆様の実情に十分耳を傾けて、親切丁寧
な対応を行うこととしておりますので、遠慮なく
ご相談ください。
　結びに、公益社団法人栃木法人会の益々のご発
展並びに会員の皆様方のご健勝と事業のご繁栄を
心より祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせて
いただきます。

壬生地区会長 岩舟地区会長

野木地区会長 都賀地区会長

西方地区会長 小山副地区会長

コロナありきで、しっか
り対応。

コロナ禍をバネにweb発
信力と新たな商品・サー
ビスPRの好機。

先行きの見えないコロナ
の時代、１日も早い終息
を願いたい。

初夢「新型コロナウイル
ス」終息宣言出た―。

不撓不屈　明るい年にな
るよう頑張りましょう。

2020はコロナ禍で各業界
大変な思いを、21年こそ
乗り切ろう。
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秋 の セ ミ ナ ー を 開 催
【税務研修会】
　９月16日に栃木市の会場において、元国税調
査官の松嶋洋氏を講師に迎え、「誤解だらけの
税務調査実務とその対応策」と題した税務研修
会を行った。税務調査に対してのポイントや対
応策など、具体的な事案をもとに魅力的な講習
で、あっという間の90分でした。
　10月９日は、事務担当者向けに「軽減税率を
知って納得！経理実務」というテーマで税理士
の小島孝子氏を迎え研修を行った。
　処理の仕方など、テンポよく分かりやすい説
明で、これからの業務対応方法や経理処理など
の解説もあった。また、研修後には参加者から
の相談に対して、熱心にアドバイスをされてい
たのが印象的でした。
　10月15日には、「新型コロナウイルスに負け
ない！政府支援施策と事業を立て直すノウハウ」
のテーマで中小企業診断士の加藤敦子氏に講演
をいただいた。現況、多くの業界・企業が厳し
い状況ではあるが、それを乗り越えるためのア
ドバイスや公的な支援策を解説された。また、
今やらなければならないことなど、経営力の強
化についてのヒントを教えていただきました。

【経営セミナー】
　10月６日は、ブリッジソリューションズ
（株）代表取締役でⅠＴコンサルティングの阿
部氏を迎えて「事例で学ぶ★小規模企業のＡＩ
活用法！」のテーマで研修が行われた。専門的
な分野のテーマだったが、わかりやすい話題な
どからの展開により、ＡＩやコンピューターが
身近に感じられ、参加者の方々にも手ごたえの
あるセミナーであった様子だった。

　12月８日、栃木市内の会場において女性部会セミナーを開催
した。第１部は栃木税務署法人課税第一部門小出統括官による
「知っておきたい税情報」と題した税務研修会。女性ならでは
の経験を交えた話に参加者は熱心に耳を傾けていた。
　第２部は、気象予報士・防災士、山本由佳氏による「お天気
から学ぶ減災」と題した気象防災セミナー。天気予報クイズや
実験があり参加者は楽しんでいた。防災に関する知識や情報を
たくさん教わり、今後の生活に役立つ内容で大変好評だった。

女性部会 女性部会セミナー
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税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ
確定申告会場への入場には、感染症対策による
混雑緩和のため、「入場整理券」が必要となります
感染予防のためにも

自宅からのスマホ申告をご利用ください
※「入場整理券」は、当日会場で配付及び LINEによる事前発行を行います。
　（LINEによる事前発行の詳細は、国税庁ホームページでご確認ください。）

ス　キ な 時 に ！

マ　た ず に 申告

 ホ　ラ！ 簡単 ！

カンタン・便利な３つのポイント！
①
②
③

スマホで見やすい専用画面
画面の案内に従いラクラク操作
作成した申告書はｅーＴａｘで提出※完了

　２か所以上の給与や
公的年金などにも対応！

※ｅ－Ｔａｘ以外にもご自宅やコンビニのプリンタで
　印刷し、郵送等で提出することもできます！

お近くの税務署で、お早めにＩＤ・パスワードの
取得をお願いします。

スマホをお持ちでない方などは…
　ご自宅等のパソコンから、「確定申告書等作成コーナー」を
　ご利用ください！！

国税局・税務署

申告書の作成
はこちらから！

確定申告 検索

ス マ ホ で
ラクラク確定申告

ＩＤ・ パスワードを使えば、 スマホでｅ－Ｔａｘができます！

ＩＤ・パスワードを取得しよう！
ＩＤ・パスワードとは

ＩＤ・パスワードでｅ－Ｔａｘすると

ＩＤ・パスワードをご利用いただくためには

確定申告に便利な

マイナンバーカードやＩＣカードリーダライタをお持ちでなくても、

の入力のみでｅ－Ｔａｘで提出ができます！

※　既に確定申告会場等で取得している方もいます。

○　自宅等からパソコン・スマホでかんたん送信
○　ＩＣカードリーダライタが不要
○　添付書類が提出不要（ご自宅で保管）

国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で申告書を作成し、
①
②

 I D（利用者識別番号）
パスワード（暗証番号）

～スマホ申告のメリット～
・スマホで見やすい専用画面で簡単作成！
・画面の案内に従い、ラクラク操作！

お近くの税務署で、お早めに

※　申告者ご本人が運転免許証などの本人確認書類をお持ちください。

ＩＤ・パスワード方式は暫定的な対応ですので、お早めにマイナンバー
カードの取得をお願いいたします。

※　お手続は、約５分で終了します。

ＩＤ・パスワードの取得をお願いします！

国税局・税務署

ＩＤ・ＰＷ
が目印

確定申告会場への来場を検討されている方へ
感染リスク軽減のために「ご自宅から e-Tax」をご利用ください
新型コロナウイルス感染症の感染リスクを軽減するため、ご自宅から申告できるe-Taxをぜひご利用ください。
申告のご相談は、ご自宅からお電話やチャットボットでも可能です。e-Tax で分からないことがある場合についても
お電話でお尋ねいただけますので、ぜひチャレンジしてください。

確定申告会場への入場には「入場整理券」が必要です
会場内の混雑緩和のため、確定申告会場への入場には、入場できる時間枠が指定された「入場整理券」が必要です。
入場整理券は各会場で当日配付しますが、LINEを通じたオンライン事前発行も可能です。
入場整理券の配付状況に応じて、後日の来場をお願いする場合があります。当日の配付状況は、国税庁ホームペー
ジから確認できます（令和３年２月16日掲載開始予定）。

確定申告会場における感染防止対策

入場時に検温を実施しています。37.5 度以上の発熱がある場合、咳などの風邪の症状がある場合、検温にご協力い
ただけない場合など感染防止の観点から適切でないと判断したときには入場をお断りさせていただきます。
発熱等の症状がある方や体調のすぐれない方は、無理をせずに、後日あらためてご来場ください。

会場ではマスクを常時着用していただき、会場入り口等での手指消毒をお願いします。

会場には、申告される方おひとりでお越しください。
介助を要する等の理由で複数名でお越しになる場合においても、必要最小限の人数でお越しください。

ソーシャルディスタンスを確保した会場レイアウトを採用しています。
こまめな換気・消毒を実施し、会場内には手指消毒液を設置しています。
職員はマスク・フェイスシールドを着用して対応し、日々の体調管理も徹底しています。

入場時の検温

マスクの着用、手指消毒

少人数での来場

確定申告会場にお越しになる方へのお願い

税務署での対策のご紹介

※令和2年分確定申告では、公的年金を受給されている方を主な対象として、２月１６日よりも前から申告相談をお受けしています。
入場整理券の配付状況に応じて、後日の来場をお願いすることもありますので、あらかじめご了承ください。
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陥ったのであります。
　栃木県内の法人会は、税制改正を提言するに
当たっては、会員に対してアンケートを実施し
会員の意向を把握し各企業の動向等の結果を踏
まえて、令和３年度税制改正について、次のと
おり提言いたしました。

１、地方経済と中小企業の活性化
２、財政健全化と行政改革
３、社会保障制度の改革
４、税のあり方とつかわれ方
５、当面の税制改正要望について
　(1)法人課税　　　(2)個人所得課税
　(3)消費税　　　　(4)資産課税
　(5)地方税

令和３年度 税制改正提言
「税制改正に関する提言」を
国・地方自治体に行っています。

公平で健全な税制の実現を目指して会員企業の
意見や要望を反映しながら、税のあるべき姿
や将来像を見据えて建設的な提言を行っていま
す。法人会の提言活動は、地域の産業と雇用を
支える中小企業の経営を支えるべく実効性のあ
る支援と税制措置を求めるなど、中小企業の活
性化に資する税制の構築に寄与しています。

令和３年度　税制改正について
　我が国経済は新型コロナウイルス感染症の世
界的流行に飲み込まれ、未曾有ともいえる危機
的な事態に直面しました。感染リスク防止など
社会的要因により、需要が一気に蒸発するなど
これまでの経済危機に対する政策は機能不全に

左から飯沼副会長・植原副会長・小田垣副会長・大川市長
小林副会長・小倉副会長

左から江田副会長・髙山副会長・広瀬市長

左から日向野監事・山中副会長・金子会長・浅野市長
横田常任理事・土屋副地区会長・三井常任理事

左から佐藤常任理事・小菅町長・髙田副会長・手塚理事

左から針谷理事・眞瀬副会長・真瀬町長・長谷川常任理事
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　11月20日に栃木第五小学校、11月27日に大
平西小学校において、６年生を対象にした租
税教室を実施しました。授業では、パネルや
１億円レプリカ等を使用し、税金の意義や役
割について説明しました。当日の子供達は、
税に対する意識も高く、手を挙げて質問する
など積極的な姿が見受けられました。

①９月29日、税理士の中島祥貴氏より、法人
税や消費税、コロナ禍における税制改正につ
いてご教授いただきました。

②11月12日、第１部では栃木税務署の小出統
括官より年調のポイントなどをご教授いただ
きました。第２部ではコロナ禍で求められる
ＳＮＳや動画を活用した非対面型販促法につ
いて菅野弘達氏よりご教授いただきました。

③11月26日、財務リスク研究所㈱の横山悟一
氏より、資金繰り表から経営を再考すること
の大切さをご教授いただきました。

　８月26日、正副部長が市教育委員会を訪問
し、当地区会管内の小学校４～６年生を対象
に、節電対策の一環として、うちわ1990枚を
寄贈しました。９月18日には、「職場におけ
るハラスメント防止対策セミナー」を開催
し、社会保険労務士の田邉勇輝氏を講師にお
迎えしご講演いただきました。さらに、11月
19日には、エコキャップ回収活動を実施し、
多くの会員の皆様に回収のご協力をいただく
ことができました。

◎青年部活動報告

エコキャップ回収
事業を実施

講演会を開催
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しながら出来得る事業を推進していきたいと
思います。

　12月８日（火）、井手美由樹氏をお招きし
て税務セミナーを開催いたしました。「今だ
からこそ『補助金・助成金』を活用すべき
時！」というテーマでした。講師から、栃木
県内事業所で利用できる補助金の数は100以
上あるとの説明に、参加者の方は驚いていま
した。台風被害とコロナの影響を受けた大平
地区の事業者には、「大変参考になった」と
好評でした。

　藤岡地区会では、例年10月に専門家を招
き、経営・税制改正についてのセミナーを開
催していましたが、役員会にて協議した結
果、今年度は新型コロナウイルス感染症の拡
大防止のため中止となりました。
　セミナー中止により、年度内に税務・経営
等に関する資料等を配布予定です。
　来年度はコロナウイルス感染症の状況を熟
慮して、会員事業所の経営等に役立つ講演会
を実施してまいります。

　去る10月８日（木）女性部によるエコ
キャップ回収・納入事業を石橋商工会アイリ
スホールにて実施しました。年間を通して当
地区の市民の皆様にご協力をいただき、平成
21年より12年継続事業となっています。

　毎回汚れのひどいものや異物等の分別を
行っております。今年は新型コロナの影響を
考慮し、広い空間において短時間で実施した
ことで集まったキャップすべてを分別・納入
することができませんでしたが、それでも20
袋以上を納入することができました。
　すっかり市民に定着した事業であり今後も
継続するとともに、新型コロナ第３波に注意

エコキャップ回収及び
納入事業

税務セミナーを開催

講演会中止

8



重視しながら、従来の形から大きく方向転換
をしました。
　参加者の皆さんからは、「コロナ禍で誰し
も様々な悩みやストレスを抱えている中、と
てもいい企画だ。」「時間があっという間
だった。もっと話を聞きたいと思った。」な
ど、たくさんの好評をいただきました。

　岩舟地区会では、新型コロナウィルス感染
症拡大防止のため、例年実施している事業を　　　　　　
全て中止又は延期とさせていただきました。
　そのような中、けんたグッズの｢ボールペ
ン｣、｢いちごプロジェクト｣のうちわ、｢租税
教育用下敷き｣を事務局窓口配布した他、岩
舟町商工会にて、毎月第１・第３水曜日に開
催している｢いわふね昼市｣においても、来場
者に配布し、租税教育等法人会組織のＰＲ活
動をおこないました。

　当地区会では、毎年「税を考える週間」に
合わせて町内の小学６年生に租税教育用下敷
きを配布しております。
　今年はコロナ禍のなか、事業の見直し等に
よって全児童に配布することになり、11月12
日（木）眞瀨地区会長から各小学校長へ下敷
きが贈呈されました。

　11月12日に地域貢献活動として、国分寺運
動公園周辺の清掃活動を実施いたしました。
　若干肌寒い曇り空の下、会員の皆様はゴミ
袋に手袋と準備万端に、約１時間、空き缶や
ペットボトル、吸い殻等を、慣れた手つきで
拾い、たくさんのゴミを集めました。
　参加された会員の皆様は、綺麗になった景
色を見て、すがすがしい気持ちで笑顔で帰ら
れました。

　去る11月26日（木）に壬生町商工会館で経
営者向けセミナーを開催させていただきまし
た。例年は講習会を開催していましたが、新
型コロナウイルス感染症の感染予防の観点を

租税教育用下敷きを
配布経営者向けセミナー

グッズ配付でＰＲ

清掃活動を実施
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　西方地区会では、例年実施されている「に
しかた子ども夏まつり」は中止となりました
が、「ど田舎にしかた祭り」が、12月５日に
十分なコロナ感染対策した会場にて、寒空の
もと実施されました。その会場において、地
区会役員が、国税庁のe-Taxチラシ、法人会
の案内、法人会作成下敷き等を配布し、税の
啓蒙活動と法人会のＰＲを行いました。

　都賀地区会では、11月12日に都賀町商工会
館駐車場において、女性部員の皆様と「エコ
キャップ運動」を行いました。各所から回収
した「エコキャップ」を洗浄し本会へ納入し
ました。当日はお天気にも恵まれ、和気藹々
と活動することができました。ご協力いただ
いた皆様ありがとうございました。

税の啓蒙活動エコキャップ運動
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　平素は当会の福利厚生事業活動に格別の

ご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。

　さて、法人会の福利厚生制度は、昨年よ

り「想いをつないで50年“会員企業を守り

たい”」キャンペーンを実施しています。

　つきましては、会員の皆様のご理解、ご

協力をあらためてお願いし、「推進員の定

期訪問による情報提供」に関し、特段のご

配慮を賜りますようお願い申しあげる次第

です。

　また、ウィズコロナ／アフターコロナを

見据え、各種サービスを実施しておりま

す。

　ご不明点・詳細等お気軽にお問合せくだ

さい。

　【問合わせ先（大同生命）：

　　　　　　０２８５－２５－８５３３】

■新型コロナウイルスに関するサービス等
名　　称 内　　　　　容

「コロナ助け
合い保険」
の無償提供

・�大同生命が基金（保険料相当額・上限
１億円）を拠出し、

　‌�justInCase社の「コロナ助け合い保
険」を中小企業の皆さまに１年間無償
で提供。

・�１泊２日以上の入院に対し、入院一時
金５万円を保障。

・�新型コロナウイルス感染時の自宅療養
にも対応。

※�加入年齢18～64歳／従業員50人未満の
企業（または個人事業）の役員（含む
代表者、個人事業主）、従業員

新型コロナ
ウイルス健康
相談ダイヤル

・�土、日、祝日を含む24時間対応の健康
相談ダイヤル。

・経験豊かな看護師や保健師が対応。
・�法人会会員企業にお勤めの方のご家族
も無料で利用可能。

その他の特別
取扱い

・「雇用調整助成金」専用支援サービス
・契約者貸付制度
・非対面での契約手続き拡充
（電話、ＴＶ電話、郵送等）

厚生委員会からのお知らせ
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